
 

第 41 回日本観光研究学会全国大会  
研究ワークショップ募集要項  

2026 年 12 月 5 日（土）、6 日（日）に開催予定の第41回全国大会にて、研究ワークショップを開催します。
研究ワークショップとは、新しい観光研究の視座の提示、または、観光をめぐる萌芽的な研究の促進、および研
究者の交流の機会で、本学会員の皆さんがテーマを企画・提案し、開催するものです。その成果は機関誌「観光
研究」に掲載され、広く学会員の皆さんにも共有されます。 
つきましては、正会員の皆さまによる研究ワークショップの企画・提案・開催を募集いたします。下記の募集

要項をご確認いただき、期日までにご応募ください。 

１．実施概要 
日時：2026 年 12 月 5 日（土）10:30-12:00（予定） 
会場：淑徳大学 東京キャンパス（東京都板橋区） 
形式：講演、研究発表、ディスカッション、グループワークなど。 ※特に定めていません。
設備：PC、プロジェクター、スクリーン、マイク 

※その他、必要なものは主催する研究グループが用意してください 

２．応募資格と採択後の義務 
・観光研究者、および実務者を構成員とする研究グループ（人数の上下限は特に定めません）。 
・ただし、グループ代表者は、必ず正会員とし、構成員の半数以上を正会員とします。 
・WS で取り扱うテーマは、これまでの研究成果（投稿論文や研究発表）、現状の外部資金獲得（科研費や本
学会研究分科会等を含む）と関連したものとします。 

・採択された研究グループは、指定された日時に研究ワークショップを実施し、実施報告書（後日、指定する
書式）を提出してください。報告書は、学会誌「観光研究」に掲載いたします。なお、発表日時は変更にな
る可能性があります。 

・グループ構成員全員に「日本観光研究学会倫理綱領」「軍事研究に対する本学会の対応について」を遵守す
ることを求めます。 

・一昨年度の研究ワークショップのテーマは次の通りです。 
【一昨年度発表テーマ】 
・災害後の地域復興の基盤づくりにおける観光の役割は何か―過去と現在の自然災害被災地を題材に― 
・復興のツーリズム 
・ツーリズムの心理的効果：基礎的知見と今後の展望 
・発酵ツーリズム、時代を超えた真正性と経験価値が地方をよみがえらせる 
・価値創出時代の「観光リカレント教育」：知識移転から「観光教育」の新たな方向性 

３．採択について 
・応募多数の場合、応募用紙の情報に基づき採択する演題を理事会にて選定いたします。選定にあたっては
本学会の研究分科会の応募を優先し、次に構成員において正会員の人数が多い応募を優先します。正会員
の人数が同数の場合は、テーマの新規性および適時性を重視します。 

・商業宣伝への著しい偏り、他者への誹謗中傷など開催が不適当と判断されるものは採択されません。 
・採択結果は、2026年9月30 日頃に応募者にメールにて通知します。 



４．応募方法 
応募用紙を下記 URL よりダウンロードし、応募期間中にE-mail で提出してください。
応募用紙ダウンロード用 URL https://jitr.jp/activity/information/ 
応募用紙提出先 info@jitr.jp 

５．応募〆切 
2026 年 9 月2日（水）17 時 

６．問合せ先 
(一社)日本観光研究学会事務局 E-mail:info@jitr.jp 
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